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第10次中期経営計画
「ＶＡＬＵＥ ＵＰ 10-20」進捗状況

(2006年度－2008年度)

Ⅰ
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２ 事業の種類別セグメント情報(連結売上高)
（単位：百万円）（単位：百万円）
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３ 業界別売上高の推移
（単位：百万円）
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４ 業界別売上高の推移

２００８年度上期実績２００８年度上期実績２００７年度上期実績２００７年度上期実績



５ グループ連結計画(営業利益・営業利益率)
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６ 事業の種類別セグメント情報(営業利益・営業利益率)
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７ ＲＯＡ・ＲＯＥ計画
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第２四半期の進捗状況

１１ 新商品開発プロジェクト新商品開発プロジェクト

２２ 経営資源の重点投資経営資源の重点投資
((１１))国内主要拠点の拡充国内主要拠点の拡充

((２２))グローバル体制の構築グローバル体制の構築

３３ 配当政策配当政策

４４ 自己株式取得自己株式取得



８ 新商品開発プロジェクト

１．新商品の開発・拡販
(１)中空ラックバーの新機種開発
(2)２周波熱処理応用技術の開拓
(3)輪郭焼入れ(ＳＲＩＱ)の拡販

(SRIQ：Super Rapid Induction heating and Quenching)

(4)プラズマ窒化の事業化

２.新商品開発チームの立ち上げ
(１)軸肥大製品開発チーム
(２)中空製品開発チーム

軸肥大部品プラズマ窒化

２周波加熱中空ラックバー



９ 新商品売上高
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１０ 国内主要拠点の拡充

可可 児児 工工 場場（岐阜県可児市（岐阜県可児市))
（（西境工場より移転西境工場より移転））

全面操業 : 08年3月

尼尼 崎崎 工工 場場（兵庫県尼崎市（兵庫県尼崎市))
((大阪工場より移転）大阪工場より移転）

操業開始 ： 07年12月

岡山第２工場岡山第２工場((岡山県総社市岡山県総社市))

操業開始 ：06年10月

操業予定 : 09年7月

神神 戸戸 工工 場場((兵庫県神戸市兵庫県神戸市))



１１１１ グローバル体制の構築グローバル体制の構築

小松(中国)履帯有限公司

①操業開始 ：07年５月
②出資額 ：1.5億円
③売上高
08年度計画：0.5億円

①操業開始 ：08年４月
②出資額 ： 8.4百万ＵＳドル
③売上高
08年度計画： 2.0億円



１２ 設備投資・研究開発投資
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１３ 配当政策

安定した配当を継続していくという方針に加え、当社安定した配当を継続していくという方針に加え、当社
グループを取り巻く経営環境グループを取り巻く経営環境およびおよび各期の業績等を各期の業績等を
総合的に勘案のうえ、決定総合的に勘案のうえ、決定していく。していく。
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１４ 自己株式取得

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行目的

取得期間 １０月９日～１０月２２日

取得方法 東京証券取引所における市場買付

取得株式総数 ５３５，８００株

取得価額総数 ２９９，９３８，３００円

発行済株式総数

自己株式

４４，７１３，９３０株

１，１１４，７４２株

（発行済株式総数に対する割合 ２.５％）

（２００８年１０月３１日現在）



１５ 現下の経営課題

１．コストアップ要因(鋼材価格の上昇等)に対し、内部吸収努力

２．国内外の新規生産拠点の早期立ち上げおよび効率化を一層

３．新商品開発プロジェクトの活性化を通じ、市場ニーズに対応

４．生産革新活動を定着させ、“ネツレン・モノづくり・ウェイ”を

および販売価格への転嫁により、業績への影響を最小限度に

推進し、収益力を高めること。

した新規事業および新商品を展開すること。

確立すること。

留めること。



2009年(平成21年)3月期
第2四半期連結決算の概要
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１６ 2009年3月期第2四半期連結決算の要点(１)

１．０９年３月期第２四半期業績は、概ね
０８年８月公表の業績予想どおりに着地。

２．期初想定どおり、売上高は増収となった
ものの、主に、減価償却費増加および
変動費比率上昇に伴う利益率低下に
より営業利益・経常利益は減益となった。



４．世界的な株安に伴う投資有価証券評価損(特別損失)は、
７百万円と影響は軽微。財務体質は、良好な水準を維持。

３．セグメント別では、
○製品事業部関連事業は、販売価格改定等により売上高は
増収となったものの、鋼材価格上昇により変動費比率が上昇
し、営業利益は減益となった。
主要品目の中では、連結子会社を含め、高強度ばね鋼線
(ＩＴＷ)が概ね計画通りに推移した。

○加工・電機関連事業は、特に、建設機械・工作機械業界から
の受注が増加した結果、売上高は、前年度同期比で若干の
増収となったものの、営業利益は設備投資増に伴う減価償却
費増加の影響を受け、減益となった。

１７ 2009年3月期第2四半期連結決算の要点(２)



１８ 2009年3月期第2四半期連結決算の要点

（注） ＲＯＡ ＝ 経常利益／資産合計（当年度（第２四半期）末・前年度末の平均値）×１００（％）

ＲＯＥ ＝ 当期純利益／純資産合計（当年度（第２四半期）末・前年度末の平均値）×１００（％）

（単位：百万円・％）

7.6-△0.23.94.1Ｒ Ｏ Ｅ

9.3-△0.34.44.7Ｒ Ｏ Ａ

3,686△9.9△2071,8852,092四半期（当期）純利益

6,264△8.1△2642,9993,263経 常 利 益

5,593△8.5△2462,6662,912営 業 利 益

43,5305.91,23822,34221,104売 上 高

２００８年
３月期

増減率増 減
２００８年
９月期

２００７年
９月期



１９ 事業の種類別セグメント情報(連結売上高)
（単位：百万円・％）

（注） 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

43,5305.91,23822,34221,104合 計

5057.718252234
動産ならびに不動産に
係る賃貸事業および
上記以外の事業

賃貸事業他

22,0271.920110,79310,592
熱処理受託加工
誘導加熱装置
自動車部品等

加工・電機
関連事業

20,9979.91,01911,29610,277
ＰＣ鋼棒
異形ＰＣ鋼棒
せん断補強筋
ばね鋼線

製品事業部
関連事業

２００８年
３月期

増減率増 減
２００８年
９月期

２００７年
９月期

主な製品事業区分



２０ 事業の種類別セグメント情報(連結営業利益)

5,593△8.5△2462,6662,912合 計

3155.28157149
動産ならびに不動産に
係る賃貸事業および
上記以外の事業

賃貸事業他

2,672△7.2△981,2551,353
熱処理受託加工
誘導加熱装置
自動車部品等

加工・電機
関連事業

2,605△11.1△1561,2541,410
ＰＣ鋼棒
異形ＰＣ鋼棒
せん断補強筋
ばね鋼線

製品事業部
関連事業

２００８年
３月期

増減率増 減
２００８年
９月期

２００７年
９月期

主な製品事業区分

（単位：百万円・％）

（注） 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。



２１ 連結営業利益増減内容
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２２ 比較連結損益計算書
（単位：百万円・％）



２３ 2009年3月期第2四半期 資産残高の推移(連結)
（単位：億円）
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２４ 2009年3月期第2四半期負債・純資産残高の推移(連結)
（単位：億円）
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２５ 2009年3月期第2四半期キャッシュ・フロー(連結)
（単位：百万円）



１．０９年３月期においては、連結子会社業績が概ね順調に推移
するほか、本体の生産能力拡大効果および販売価格改定効果
が見込まれるため、売上高は前年度比で１０％程度の増収、
営業利益については、次の理由から、３.５％程度の減益を
見込む。

①設備投資に伴う減価償却増。

②０８年度税制改正に伴う追加的減価償却費増。

③原材料値上げに対しては、コスト削減および販売価格改定
により対応。

なお、円高の直接的な影響は、軽微になる見込み。

２．連結当期純利益は、当年度に連結子会社における移転補償金
収入(特別利益)を見込むため、０８年８月業績予想を上方修正。

２６ 2009年3月期 連結決算予想の要点(１)



３．セグメント別では、

○製品事業部関連事業は、販売価格改定効果があり、
前年度比で増収を見込むものの、営業利益は、鋼材価格
上昇による変動費比率上昇、また、販売量の減少などの
要因により、減益を見込む。

○加工・電機関連事業は、建設機械・工作機械業界からの
受注が概ね堅調に推移し、前年度比で増収を見込むもの
の、設備投資増加に伴う減価償却費負担が増えるため、
減益予想としている。

４．世界的な金融危機を背景に実体経済が悪化しつつある。
今後想定される受注環境に対して足もとでは「利益確保を
最優先課題」とし、生産革新および調達見直し等の活動また
原価低減強化等により、更なる生産性向上・コスト削減を
実現し、利益目標の達成に注力する。

２７ 2009年3月期 連結決算予想の要点(2)



２８ 事業の種類別セグメント情報(連結売上高予想)

（単位：百万円・％）

（注） 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

22,34210.34,47048,00043,530合 計

252△1.0△5500505賃貸事業他

10,7939.01,97324,00022,027加工・電機
関 連 事 業

11,29611.92,50323,50020,997製品事業部
関 連 事 業

２００８年
９月期

増減率増 減
２００９年
３月期
(予 想)

２００８年
３月期事業区分



２９ 事業の種類別セグメント情報(連結営業利益予想)

（単位：百万円・％）

（注） 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

2,666△3.5△1935,4005,593合 計

1571.65320315賃貸事業他

1,255△3.4△922,5802,672加工・電機
関 連 事 業

1,254△4.0△1052,5002,605製品事業部
関 連 事 業

２００８年
９月期

増減率増 減
２００９年
３月期
(予 想)

２００８年
３月期事業区分



３０ 連結設備投資額

（単位：百万円）

1,283

2,072

２００７年
９月期

3,1301,5472,7632,253減 価 償 却 費

4,5002,0974,2917,025設 備 投 資 額

２００９年
３月期
（予 想）

２００８年
９月期

２００８年
３月期

２００７年
３月期



３１ 2009年3月期 財務上の課題(１)

１． 資産・資本効率の向上 （ＲＯＡ・ＲＯＥの改善）

２． 資産の有効活用

企業価値向上のため、以下の財務・資本政策を実行する。

(１)資産圧縮策の実行

○有効な設備投資およびＲ＆Ｄ投資

○内外投資の円滑な立ち上げおよび

(２)資本政策の実行 ○適切な配当政策の実行

○自己株式の取得

○その他の施策

○有価証券(保有意義を吟味のうえ、売却)
○棚卸資産等

○その他の施策

早期の資金回収



３２ 2009年3月期 財務上の課題(２)

３． 時価総額の増加

４． 企業価値の防衛

５． 第１１次中期経営計画の策定

○経営効率化の遂行
○ＩＲ活動の継続・強化
○内部統制、コンプライアンス、ＣＳＲの強化

○企業価値向上および株主重視経営実践
○コア株主との戦略的連携強化
○適切な買収防衛策の運用

○経営環境が激変するなか、企業価値向上
を目指し、第１１次中期経営計画を策定



（注）当資料に記載の将来に関する予想数値は、公表時点において入手可能な情報に基づき判断し
た見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により開示
した予想数値と異なる場合があります。


